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概要

• (1b)で出てきた様々な多様性
（ばらつき）を取り込み考慮し、

• (1e)に置ける災害情報発信の
ありかたを探るための、
開発・実証実験・検証を行う

地震発生の多様性

ココ

想定のばらつきを考慮した情報発信案1

• 例) アプリ：災害リスクファインダー等の
重畳の半透明化を活かしたARビューで
沿岸域や都市部の被害想定を可視化
被害範囲ごとにばらつきを濃淡で表現する等

• 津波シミュレーション映像再生機能も付与？

想定のばらつきを考慮した情報発信案2

• [地震ハザードカルテ]ばらつき反映版？

• リスクと時間軸を考慮した[もしゆれ]の高度化？

• 南海トラフ歴史地震閲覧アプリ？

• その他の複合災害・被害の可能性を
調べつくしてDB化する作業

• アナログ防災ゲーム事業による
防災活動の継続維持体制づくり

→社会全体で見た際、防災トータルコストの
最適化を踏まえた政策形成・意思決定に寄与



（それ以外・・・）やり方を変えていく

• オープンイノベーションで開発する

– オープン化の俎上に乗るものは何でも協働する

– オープンソース・コンテンツ・特許・著作物

– オープンアイディアプラットフォーム

– クラウドソーシング

• アジャイルで開発する

– 作るものが決まったらまず作る

– 即公開、即レビュー、即改善のフィードバック

– サイクルを短くしてとにかくたくさん打つ


